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<平年差> +2.5

注）１　データは、気象庁ホームページから引用した。
　　２　実線は本年値、破線は平年値である。
　　３　平年値は1991年から2020年まで30年間の平均値である。

+2.4 +0.4 +1.3 +1.3 +1.5

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
0

5

10

15

20

25

30

35

40

気
温
（
℃
）

4月高温

5月下旬～6月上旬

低温傾向

最高

平均

最低

8月中旬～9月

高温

6月中旬～7月高温

8月23日

フェーン

5月17日強風

令和６年の水稲生育期間の気温
アメダス-新潟（４月～10月第２半旬）

• ４月は高い

• ５月下旬～６月上旬は低い

• ８月中旬～９月は高～かなり高い
2



<平年比>

<平年比>

注）１　データは、気象庁ホームページから引用した。
　　２　棒グラフは本年値、破線は平年値である。
　　３　平年値は1991年から2020年まで30年間の平均値である。
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多雨
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令和６年の水稲生育期間の日照・降水量
アメダス-新潟（４月～10月第２半旬）

• 少雪と春期の少雨

• 梅雨入り６/22～梅雨明け７/31頃、７月日照不足

• ８月下旬と９月中～下旬の局所的な強雨
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令和６年と５年の水稲生育期間の気象
アメダス-新潟（４月～10月第２半旬）
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注）１　データは、気象庁ホームページから引用した。

　　２　実線または棒グラフは本年値、破線は平年値である。

　　３　平年値は1991年から2020年まで30年間の平均値である。
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コシヒカリの生育概況
県内全域の15生育調査ほデータの平均値

• 草丈は指標値に比べ、６月10日までは「並」、６月20日以降は「長
い」状況で推移

• 茎数は指標値に比べ、５月30日は「やや少ない」、６月20日から７月
１日は「多い」～「やや多い」となるが、７月10日以降は「並」で推
移

• 葉色値は指標値に比べ、６月10日は「やや淡い」状況だが、６月20日
以降「並」～「濃い」で推移

• 出穂期以降の葉色値は「並」～「やや濃い」
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令和６年産水稲の作柄状況
水稲の地帯別の10ａ当たり収穫量と作況指数
• 作況指数は98の「やや不良」の見込み

• 穂数が「やや少」で１穂籾数が「平年並み」のため全籾数が「やや
少」、登熟は「平年並」の見込み

新潟県
536㎏
98

佐渡
497㎏
95

上越
530㎏
101

下越
546㎏
97

中越
529㎏
99

登熟全籾数
１穂
籾数

穂数区分

平年並やや少平年並やや少新潟県

平年並やや少平年並やや少下越

平年並平年並平年並平年並中越

やや良やや少平年並やや少上越

やや不良やや少やや多やや少佐渡
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〇予想収量は1.70mmのふるい目幅ベース
〇作況指数は農家が使用しているふるい目幅ベース(1.85mm)

＜令和６年10月25日現在、北陸農政局11月19日公表＞



令和６年産の等級の状況
○主要品種の１等級比率（％）

平均値令和６年令和５年令和４年令和３年令和２年品種

81.08962.387.987.488.9ゆきん子舞

66.28813.354.764.888.0こしいぶき

68.4714.780.387.569.2コシヒカリ

95.29894.797.788.098.0新之助

68.07814.873.978.773.5うるち全体
注）農林水産省公表（令和4年まで確定値、令和5年は6年3月末現在速報値、令和6年は県内検査機関聞き取り10月31日現在、
平均値は過去10年間の平均、新之助は8年間の平均）

○コシヒカリの格付け理由

格付け理由の内訳 ＜参考 令和５年の格付け理由の内訳＞
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出穂後20日間の平均気温（℃）

出穂後20日間の平均気温と1等級比率
（コシヒカリ）

• 令和６年の出穂後20日間の平均気温は28℃

• 令和６年産の１等級比率71％（県内検査機関聞き取り10月31日現在）
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〇平成２年度～
〇アメダス新潟、長岡、高田
の平均



作柄に影響した要因の関連図（Ｒ６コシヒカリ)

9

気
象
要
因

4月~5月
中旬の
高温

5月下旬～
6月上旬の
低温

梅雨 6/22～7/31頃6月中旬
の高温
・多照 7月の寡照・多雨・高温

〇8月中旬以降の高温
〇8月下旬強雨
〇8月少雨

〇9月の多雨

苗老化

ワキ・藻
類の多発

最高分げつ期
草丈:長い
茎数:やや多い
葉色:やや濃い

幼穂形成期
草丈:長い
茎数:並
葉色:やや濃い

出穂期頃
出穂期:並
稈長:やや長い
葉色:並

登熟期
〇葉色:維持
〇倒伏:多

作況 :やや不良
穂数 :やや少
１穂籾数:平年並み
全籾数 :やや少
登熟 : 平年並み

〇初期生育
の遅れ
分げつの
発生遅延

(有効茎少)

生育
回復

〇長草・軟弱化
〇稈の充実不良
〇有効茎率低下
〇穂揃いの不良

〇デンプン蓄積不足
〇穂数の減少
〇一穂籾数の減少
〇総籾数減少

〇倒伏による
登熟不良

（地域差大）

〇刈遅れ
(地域差大)

〇くず米多

〇育苗管理
・移植日に対して
播種時期が早い

・育苗時の温度管
理が不徹底
（硬化不足）

〇ワキ・
藻類の早
期・多発
時の夜干
し対応等
の不足

〇コシヒカリの中干し
開始:6月14日
期間:16日
実施率:50％（前年並）
〇７月の寡照・多雨に
より中干効果は低下

〇1回目の穂肥診断
倒伏めやす超え

12／13地域
〇追加穂肥を確実に
施用

（分施・基肥全量肥）

〇飽水管理の
徹底

・葉色を維持
〇出穂後の落
水時期
出穂後25日

5月
17日
強風

生
育
経
過

栽
培
要
因

構
造
要
因

担い手への農地集積・集中
移植作業・収穫作業の長期化



品質に影響した要因の関連図（Ｒ６コシヒカリ)
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倒伏

月 栽培要因・生産環境気象 稲体への影響 品質
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部分カメ
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刈り遅れ

局地的な強雨
（8下、9中下）

長雨
（9中下）
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日照並～やや少
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登熟不良

心白粒
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作柄・等級への要因の地域差（Ｒ６コシヒカリ)
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要因

地域
刈遅れ倒伏早期倒伏

出穂後
日照不足

出穂前
日照不足

１等級
比率

作柄

●●●●●●71％
97

岩船

●●●●●●●71％下越

●●●●●●●●79％
99

中越

●●●●●●●●●67％魚沼

●89％101上越

●●●●●●●●46％95佐渡

※●●●は非常に大きな影響、●●は大きな影響、●は影響が見込まれる要因
※１等級比率は県内検査機関聞き取り 10月31日現在



• ４月は気温が高く、苗の生育が早まったが、移植を早められず苗質悪化

• ５月下旬頃の低温により苗の活着、分げつ発生の遅れ
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○平均気温（移植前：４月）

初期生育の不良による収量低下

○平均気温（移植時期頃：５月下旬）

穂数減 → 収量低下
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日照時間（出穂前：7月）

倒伏を助長

○出穂前の気象

・日照時間：下越、佐渡で平年比0.4～0.8

・気温：高い

草丈が長い

出穂期後15日の稈長（生育調査ほ）

指標値
比・差

指標値
との比較

指標値
（県平均）本年値

107やや長い9298

倒伏の要因（草丈の伸長）



佐渡 (アメダス-相川)
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倒伏の要因（降雨）

• ８月25日の強雨により早期に倒伏

• ９月の降雨で倒伏助長 → 刈遅れ
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倒伏による等級低下

倒伏程度が大きいほど

等級低下
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倒伏により収穫遅延

↓

刈遅れにより等級低下
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令和６年産米のまとめ

［作柄］

• 新潟県の作況指数は「98」、地域差が大きい

• 佐渡「95」、下越「97」では、初期生育不良による穂数不足
の影響が大きい

［品質］

• １等米比率は、うるち全体は78％、コシヒカリは71％となり、
昨年度から大きく回復

• 格付理由の約６割が「除青未熟」

（昨年度は「背白」と「心白粒」で約８割）

→高温による影響は後期栄養対策を実践できたため低減
できたが、倒伏が等級に影響
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